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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】新たに窓枠やサッシ戸を設置する必要がなく、
防水と断熱の効果を持つ遮断網戸を提供する。
【解決手段】網戸１に網戸を覆うように取り外しのでき
るパネル２をつけて、サッシ７との間に空気層を作る。
サッシと網戸による二重構造を実現し、暴風雨による浸
水の遮断、外気との断熱効果を高める。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
網戸に取り外しのできるパネルを付けて雨や熱を、遮断することを特徴とする網戸
【請求項２】
室内から、簡単に取り付け取り外しができるように取手を取り付けたことを特徴とする戸
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、網戸で暴風雨による浸水の遮断や冷暖房時に外気との断熱をする。
【背景技術】
【０００２】
　雨戸のついていない、既存のサッシだけの物件では、暴風雨時にサッシの隙間から浸水
してくる場合があるので、新たな窓枠の設置やタオルなどで隙間を埋めて防水していた。
【考案の概要】
【０００３】
　外気を取り込めるようにした網戸に、取り外しのできるパネルを取り付け、既存のサッ
シと網戸の間に空間を設けることで二重構造を実現し、暴風雨による浸水の遮断や、冷暖
房時に外気との断熱効果を高めるためのものである。
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　既存のサッシの、内外に遮断層を設けるために、新たに窓枠を設けてサッシや雨戸を設
置することで、出費が嵩む。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　網戸にパネルを張りサッシとの間に遮断層を作る。
【考案の効果】
【０００６】
　網戸を使うことで、新たに窓枠や、サッシ・雨戸を設置する必要がないから安価にでき
る
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案の遮断層の実施例を示す立面図・側面図・断面図である
【図２】本考案の主要部の斜視図である
【実施例】
【０００８】
　以下、添付図面に従って実施例を説明する。１と２は１０によって固定されており２と
７の間に空間を作り暴風による浸水の遮断や外気との断熱効果を高める。４と５も１０に
よって固定されており５と８の間に空間を作り暴風による浸水や外気との断熱をする。５
には６が１０によって固定されており、６をもって室内から４と５を９に取り付け、取り
外しができる。１と２は１０によって固定されているが、暴風の遮断や、外気との断熱が
必要ない場合は、１から２を取り外して、従来の網戸として使用する。
【符号の説明】
　１　網戸Ａ
　２　パネルＡ
　３　網
　４　網戸Ｂ
　５　パネルＢ
　６　取手
　７　外側サッシ
　８　内側サッシ
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　９　サッシ枠
１０　ボルト

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月7日(2013.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
外気を取り込むために作成された網戸を覆うように、外気を遮断するための取り外しので
きるパネルを取り付ける事により、既存のサッシとパネルを取り付けた網戸の間に、室内
と外気から遮断された空気層を設けることができ、暴風雨の侵入の防止や室内と外気の断
熱効果を高めることを特徴とする遮断網戸
【請求項２】
請求項１に記載の遮断網戸と、前記記載の網戸よって覆われない部分の窓を遮断する戸と
なる遮断網戸セットであって、前記の戸に、室内から取り付け取外しをするための取手を
設けたことを特徴とする、遮断網戸セット
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